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ツ ク ス
　
三
重
県
選
出
の
国
会
議
員
を
は
じ
め
と
し

た
、
衆
・
参
両
院
議
員
１０
名
の
事
務
所
を
訪
問

し
、「
木
曽
川
左
岸
堤
防
耐
震
・
高
潮
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
環
境
省
職
員
か
ら
は
、
不
適
正
ヤ
ー
ド
に
関

す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
平
成
２９
年
に
廃
棄
物
処
理
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
不
適
正
ヤ
ー
ド
問
題

が
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
乱
立
す
る
ヤ
ー
ド
や
２０
を
超
え
る
国
の
外
国

籍
町
民
へ
の
各
種
対
応
な
ど
、
木
曽
岬
町
が
抱

え
る
特
有
な
課
題
の
現
状
を
訴
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
国
の
対
応
方
針
等
を
注
視
し
、
町
の
課
題
解

決
に
向
け
県
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
議
会
と
し
ま
し
て
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
職
員
か
ら
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
教
育
現
状
や
支
援
策
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、
外

国
人
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
り
、
言
語
の
壁
や

教
員
の
専
門
性
不
足
な
ど
自
治
体
が
抱
え
る
課

題
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
他
自
治
体
の
先

進
的
な
事
例
も
紹
介
さ
れ
、
町
と
し
て
何
が
で

き
る
か
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
多
文
化
共
生
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

国
会
議
員
へ
の

要
望
活
動

町
の
課
題
に
対
す
る
省
庁
と
の
勉
強
会
を
実
施

要望書表紙要望書本文

文
部
科
学
省

環

境

省

３月の「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2026」で、「町民の皆さまとの懇談会」を開設いたします。
皆さまのお越しをお待ちしております。

●東員町議会との合同研修会（令和7年10月17日㈮）
●県外視察研修（令和7年11月6日㈭～ 7日㈮）
●東員町議会との合同研修会（令和7年10月17日㈮）
●県外視察研修（令和7年11月6日㈭～ 7日㈮）

11月6日

11月6日
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議 員ト ピ

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
議
会
広
報
の
取
組

み
」
と
し
て
、
令
和
３
年
５
月
か
ら
進
め
ら

れ
た
「
読
む
」
か
ら
「
見
る
＝
魅
せ
る
」
改
革
、

令
和
４
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
議
会
独
自
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
取
組
み
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
広
報
改
革
の
そ
の
先
と
し
て
、

広
聴
活
動
の
推
進
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

「
町
民
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
議
会
と
し
て
の
参

加
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
計
画
的
な
議
会
の
取

組
み
を
お
聞
き
し
、
質
疑
応
答
を
含
め
、
実

り
あ
る
研
修
を
終
え
、
木
曽
岬
町
議
会
に
お

け
る
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
東
員
町
議
会
と
の
合
同
研
修
会
を
行
い
、
防
災
セ
ン

タ
ー
や
南
部
・
北
部
地
区
避
難
タ
ワ
ー
、
川
先
及
び
近

江
島
排
水
機
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
視
察
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
東
員
町
議
会
の
議

員
か
ら
多
く
の
質
問
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
本
町
議

会
と
し
て
も
各
施
設
の
役
割
や
、
重
要
性
を
再
認
識
で

き
た
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
合
同
研
修
会
を
通
じ
て

得
た
知
見
を
今
後
の
活
動

に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 東

員
町
議
会
と
の

合
同
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

開成町役場の町民プラザ

「
全
て
は
町
民
の
た
め
に
町
民
と
と
も
に

町
民
へ『
魅
せ
る
』取
組
み
を
進
め
る
」

「
全
て
は
町
民
の
た
め
に
町
民
と
と
も
に

町
民
へ『
魅
せ
る
』取
組
み
を
進
め
る
」

「
全
て
は
町
民
の
た
め
に
町
民
と
と
も
に

町
民
へ『
魅
せ
る
』取
組
み
を
進
め
る
」

神
奈
川
県
開
成
町（
東
日
本
最
小
の
町
）

（
開
成
町
議
会
）

開成町

木
曽
岬

in

11月7日
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令和7年　第4回定例会 （12月3日から9日間開催）

令和8年　第1回臨時会 （1月22日開催）

主な議案を紹介します！

議案第53号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第３号）について

小学校費
　小学校の３教室で不具合が生じているエアコンの取替え費用が計上されま
した。本年度末までに取替えが完了する予定です。

議案第1号 令和７年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第４号）について

児童福祉費
　子育て世帯を支援するため、０歳から高校３年生までの子ども1人あたり20,000円の応援手当が支給
されます。

議案第61号 木曽岬町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

　就労要件を問わず時間単位で柔軟に保育施設等を利用できる新たな通園給付制度
とし「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）」が創設され、木曽岬こども
園でも令和8年度から実施されます。

議案第60号 木曽岬町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

　今まで、コンビニ交付での証明手数料は、役場
窓口と同額の1件300円でしたが、4月1日から
コンビニでの手数料が1件150円になります。
　午前6時30分から午後11時まで（12月29日
から1月3日までを除き無休）ですし、どこのコ
ンビニでもサービスが受けられるので益々便利に
なります。

取扱証明：住民票の写し、住民票記載事項証明書、
　　　　　印鑑登録証明書、所得証明書、
　　　　　課税証明書

※コンビニ交付とは、マイナンバーカード又はスマートフォン
　用電子証明書を搭載済みのスマートフォンを利用して、市区
　町村が発行する証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）
　が全国のコンビニエンスストア等の多機能端末機（マルチコ
　ピー機）から取得できるサービスです。

￥１５０ ￥３００マイナンバー
　カードを
　　忘れずに



5
令和8年2月1日発行
木曽岬町議会だより

こ
こ
が

聞
き
た
い

≪議会放送に係る注意事項≫
この議会の放送（映像及び音声）は、木曽岬町議会の公式記録ではございません。
議会放送の映像、写真、音声、記事等の著作権は木曽岬町議会に帰属しますので、無断で複製・転用する
ことはできません。

この記事は、質問議員本人が作成した原稿を議会広報常任委員会が編集したものです。
なお、掲載文は紙面の都合で要約（約五〇〇文字）されておりますが、一般質問の議事録は木曽岬町ホー
ムページで順次ご覧いただけます。

「一般質問」とは、議員が議案とは関係なく町政全般にわたって町長等の考え方や意見を求めるものです。

町ホームページ

２
名
の
議
員
が

ペ
ー
ジ
数

7●
こ
れ
か
ら
の
木
曽
岬
町
自
治
会
に
つ
い
て

２
番
議
席  

波
多
野
光
雄 

議
員

ペ
ー
ジ
数

6●
農
業
用
施
設
の
再
利
用
化
に
つ
い
て

１
番
議
席  

黒
宮
武
史 

議
員

一般
質
問
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農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う

後
継
者
不
足
に
よ
る
農
業
用
施
設

の
撤
去
や
放
置
が
問
題
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

利
用
予
定
の
な
い
農
業
用
施
設

を
貸
し
出
す
こ
と
で
、
町
内
外
か

ら
新
規
就
農
者
を
募
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

親
元
就
農
以
外
の
新
規
就
農
希

望
者
は
、
施
設
園
芸
を
始
め
る
に

は
農
地
の
確
保
、
農
業
用
施
設
の

建
設
な
ど
莫
大
な
初
期
投
資
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
用
施
設
の
賃
貸
、
就
農
者

に
対
す
る
技
術
支
援
、
過
去
の
デ

ー
タ
に
よ
る
作
物
別
の
年
間
の
収

支
な
ど
、
農
業
経
営
の
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
木

曽
岬
町
で
の
就
農
率
が
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
政
策
が
農
業
用
施

設
の
不
正
利
用
や
農
業
の
衰
退
化

も
防
ぐ
手
立
て
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
ど
の
様
な
考
え
を
お
持

ち
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
利
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
ハ
ウ

ス
が
町
内
に
点
在
し
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の
町
に

お
け
る
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
も
対
応
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
利
用
予
定
の
な
い
空
き
ハ
ウ
ス

を
町
内
外
の
新
規
就
農
者
に
貸
し

出
す
こ
と
は
本
町
の
農
業
振
興
に

と
っ
て
大
変
有
効
な
視
点
で
あ

り
、
既
存
の
支
援
策
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
施
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
貸
主
・
借
主
双
方
に
と
っ
て
、

検
討
す
べ
き
課
題
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
整
理
し
適
切
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

空
き
ハ
ウ
ス
の
把
握
と
所
有
者
の

意
向
確
認
を
進
め
、
情
報
の
集
約

と
リ
ス
ト
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
空
き
ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
が
実

現
し
て
い
け
る
よ
う
、
新
規
就
農

者
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

把握、リスト化、有効利用を進める（町長）

質問

黒宮武史議員1番議席

「空きハウス就農希望者に」

答弁
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あ
る
自
治
会
規
約
に
は
、「
本

会
の
目
的
は
会
員
の
民
主
的
協
力

に
よ
り
運
営
さ
れ
る
と
共
に
居
住

者
の
親
睦
を
計
り
住
み
良
い
環
境

を
作
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
さ
れ

て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
文
面
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
・

平
成
・
令
和
と
時
が
た
ち
自
治
会

活
動
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
共
助
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
自
治
会
に
入
会
し
な
い
方
の
対

応
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
ゴ
ミ

出
し
の
問
題
も
然
り
で
す
。

　

こ
こ
で
提
案
で
す
が
、
例
え
ば

モ
デ
ル
自
治
会
と
し
て
、
人
材
の

育
成
や
、
会
費
を
集
め
な
い
自
治

会
運
営
、デ
ジ
タ
ル
の
活
用
な
ど
、

町
と
し
て
テ
コ
入
れ
し
て
、
き
め

細
か
い
支
援
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

が
機
能
す
れ
ば
水
平
展
開
へ
と
前

進
さ
せ
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
自
治

会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
あ
り

方
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
り
、
自
治
会
活
動
の

持
続
可
能
性
に
つ
い
て
、
共
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
会
は
地
域
住
民

が
自
ら
の
意
思
で
運
営
す
る
「
自

主
的
な
組
織
」
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
自
主
性
」
こ
そ
が
、
自
治
会

活
動
の
根
幹
で
あ
り
、
そ
の
存
在

意
義
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
は
、
自
治
会
の
活
動
を

「
指
示
」
し
た
り
、「
主
導
」
し
た

り
す
る
立
場
で
は
な
く
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
活
動
に
対
す
る
支
援
を

行
う
立
場
に
徹
し
、
自
治
会
が
自

ら
の
力
で
、
よ
り
良
い
地
域
を
築

い
て
い
く
た
め
の
伴
走
者
で
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
員
が
提
案
さ
れ
た
先
進
的
な

取
り
組
み
を
主
体
的
に
実
施
す
る

と
判
断
さ
れ
る
自
治
会
が
あ
る
場

合
に
は
、
町
と
し
て
も
情
報
収
集

や
課
題
の
検
討
、
さ
ら
に
は
活
動

内
容
を
共
有
す
る
機
会
の
提
供
な

ど
、
間
接
的
な
協
力
は
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
も
全
て
の
自
治
会
が
、
町

民
の
皆
様
に
と
っ
て
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
の
「
自

主
性
」を
最
大
限
に
尊
重
し
つ
つ
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

情報収集や課題の検討、間接的な協力（町長）

質問

どうする木曽岬町自治会

答弁

波多野光雄議員2番議席

ここが聞きたい

一般質問
議会だより
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みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結
した重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームページ
または議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

次回、3月定例会、本会議の予定です。
●3月　4日㈬　午前9時　 開会、議案上程
●3月　9日㈪　午前9時　 教育民生常任委員会
●3月11日㈬　午前9時　 総務建設常任委員会
●3月16日㈪　午前9時　 一般質問
●3月19日㈭　午前9時　 議案採決、閉会

傍聴者 声の

定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第４回定例会を傍聴された方は５名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

●予算を伴う条例議案は順序として予算議案の前に審議する
　べきではないか。
　○給与条例改正とそれに伴う補正予算の上程順については
　　法令上の決まりはありませんが、ご指摘の「条例を先、
　　補正予算を後に」という考え方も踏まえ、今後の議事日
　　程の組み方を検討していきます。

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福
祉・教育センター２階、議会図書室にて公
表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページ
でも議事録を順次公開して
おります。

第４回定例会議案等の審議結果です。
●第４回定例会審議結果

・・・全議案全会一致で可決。

各議案の賛否

議会日誌

17日●議員懇談会
　　●東員町議会との合同研修会
20日●桑名広域清掃事業組合第３回臨
　　　時会（議長）
　　●町村議会議長会県議会に対する
　　　要請活動（議長）
27日●桑名・員弁広域連合監査
　　　（副議長）
28日～29日
　　●町村議会議長会県外行政視察
　　　（議長）

２日●秋の文化祭（議長）
６日～７日
　　●県外視察研修
　　　（東京都・神奈川県開成町議会）
10日●例月出納検査・定期監査
　　　（監査委員）
11日●定期監査（監査委員）
12日●福岡県川崎町議会視察受入
　　　（副議長・総務建設常任委員長）
12日～13日
　　●町村議会議長会全国大会（議長）
15日●戦没者追悼式
20日●議会広報常任委員会
　　●議員懇談会
　　●議会全員協議会
24日●新丸山ダム定礎式（議長）
27日●議会運営委員会

３日●定例会（開会日）
７日●二十歳のつどい実行委員と語る
　　　会（議長）
９日●定例会（一般質問日）
10日●例月出納検査（監査委員）
11日●定例会（閉会日）
　　●議員懇談会
16日●観光協会総会（議長）
23日●桑名・員弁広域連合監査
　　　（副議長）
　　●空家等対策協議会
　　　（総務建設常任委員長）
24日●議会広報常任委員会

６日●議会広報常任委員会
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